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1 はじめに

トルコギキヨウの花芽分イヒは、高温や長日で促進され

るい。秋に収穫するトルコギキヨウの栽培は、春に播種

し、夏越しするため高温・長日下での栽培となる。その

ため、この作型においては、切り花長が短く、花らい数

が少なくなるなど切り花品質の低下を招きやすい。そこ

で、摘らいによる切り花品質の向上について検討したの

で報告する。

2 試験方法

試験は、中奎種の `あすかのllL'と晩生種の `つ くし

の雪'を供試し、2001年から2002年にかけて福島県農業

試験場会津地域研究支場で行つた。2001年は、5月 1日に

播種し、6月 15日に定値した。2002年は5月 1日及び5月 10

日に播種し、それぞれ6月 20日 、7月 1日 に定植した。定

植は本葉2対葉展開時に行つた。育苗は、両年ともガラ

ス室でスーパー子床Hを用上として288穴セル成型トレ

イを用いて、子葉展開期までトレイ底面から給水し、子

葉展開期以降は定植までの間上部潅水した。育苗中の温

度管理は、25°Cでガラス室を開閉し、15℃で暖房機が稼

働するように設定した。基肥は、 a当たり窒素1.Okg、

りん酸 1.5kg、 加里0.8kg、 堆肥300kgを施用した。栽植

は、床幅100cnlN条間12cll.株間12∞の8条植えとした。

供識株数は、 1区当たり16株で2反復とした。摘らい部

ルコギキヨウ らい

6月 20日

位及び摘らい時期は、2001年は摘らい部位を第1小花の

み、第14ヽ花及び第2小花の2処理とし、摘らい時期は発

らい直後とした。2002年は摘らい部位を2001年同様とし、

摘らい時期は発らい直後及び発らい1週間後の2処理とし

た。なお、2001年は摘らいを行わない、無摘らい区を設

けた。本圃 (パイプハウス)の温度管理は、定植から8

月末日までハウス側面、出入り口を昼夜開放し、9月以

降は25℃でハウス側面を開閉し、15°Cで暖房機が稼働す

るように設定した。収穫は、1株当たり5輪開花した時点

で行つた。

3 試験結果及び考察

(1)収穫期

収穫期は、摘らい時期が同じ場合、第2小花まで摘ら

いすると遅くなるものの、第1小花までの摘らいとの差

は平均日で2か ら7日 と小さかつた。また、摘らい部位が

同じ場合、摘らい時期が発着直後と発薔 1週間後では大

きな差がなかつた (表 1)。 したがつて、第2小花までの

摘らいと摘らい時期が発らい直後から発らい1週間後の

範囲では、生産上有益な開花調節は難しいと考えられる。

(2)切 り花品質

第1小花の摘らいは、無摘らいに比べ切り花長に差は

認められなかったが、有効花らい数が増加する傾向にあ

った。第14糀及び第24糀の摘らいは、無摘らいに比べ

切り花長が長く、有効花らい数が増加する傾向にあった

らい時期と収穫期の関係(2002
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トルコギキヨウの摘らい部位と切 り花長及び
花らい数の関係(2001)
1)摘らい部位第 1及び第2は第1小花及嘲 小花
2)品種はあすかの粧
3)6月 15日定植

摘らいをしたトルコギキヨウの
収穫時における草姿(2001)
左から無摘らい、第14ヽ花の摘ら
い、第1小花及び第2小花の摘らい

第 1小 花発 らい直後

第 1小 花発 らい 1週 間後

第 1及 び第 2小 花発 らい直後

第 1及 び第 2小 花発 らい 1週 間後
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雪   第 1及 び第 2小 花 発 らい 1週 間後
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出荷規格別割合

図3 トルコギキヨウの摘らい部位及び摘らい時期の違いと出荷規格別割合の関係(2002)
注、1)出荷規格は平成14年度福島県青果物標準出荷規格により区久 2Lは切り花長80cnl
・開花数が3～5輪でつぼみ数は開花数と同程度、Lは切り花長70cul・ 開花数が3～
5輸でつぼみ数は開花数と同程度、Hは切り花長60cal・ 開花数が3～5輪でつぼみ数
は開花数と同程度
2)7月 1日定植

(図 1)。 草姿は、第2小花まで摘らいしても乱れなかつ  と、切り花長が長くなり、出荷調整後の花らい数も増加
た (図2)。 したがつて、切り花品質の向上には、第2小  した。上位規格の割合は、第2小花まで摘らいすると増
花まで摘らいするほうがよいと考えられる。       加し、摘らい時期の早晩による差はみられなかった。

以上のことから、 トルコギキヨウの秋出しにおいて、
(3)出荷規格別割合                 摘らいを第2小花まで行うと、草姿の乱れがなく、切り

上位規格の割合は、摘らい時期にかかわらず、第2小  花品質は向上し、上位規格の割合も増加した。一方、摘
花まで摘らいすると増加した。摘らい位置が同じ場合、  らいによる生産上有益な開花調節はできなかつた。よつ
摘らい時期が発らい直後と発らい1週間後とでは出荷規  て、摘らいは、切り花品質の向上に有効であると考えら
格別割合の差は小さかつた (図 3)。 したがつて、上位規  れる。
格品を多くするには、第2小花まで摘らいすることが大

切であると考えられる。                引用文献

4 まとめ

収穫期は、摘らい部位や摘らい時期の早晩により大き

く変わらなかった。草姿は、第2小花まで摘らいしても

乱れなかった。切り花品質は、第2小花まで摘らいする
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